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かごしま 市民のひろば 年 月 号
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月は食育月間。
本市では今年 月策定した かごしま市食育推進計画
に基づき、健全な心や体を培い、豊かな人間性を育む 食
育 を進めます。毎日の 食 について一緒に考えてみま
せんか。

【健康福祉総務課 】
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食 の原点は家庭です
最近の食生活の乱れで、生活習慣病が問
題となっています。食育はまず 皆さん
が健康になること が重要。生活習慣病
を抑制するために、バランスの取れた食
生活が必要ですね。
こうした取り組みは家庭が原点。昔は家
庭で食べることや食べ物の大切さを教え
てもらっていました。親子一緒に料理を
したり、家族みんなが食卓を囲むことで
学ぶことができます。 心と身体の栄養
は家庭から 。市民みんなが家庭で 食育
を実践していただきたいと思います。

福司山 エツ子さん
（鹿児島市食育推進計
画策定委員会会長）
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食事バランスガイドは、厚生労働
省と農林水産省が望ましい食事のと
り方やおおよその量をイラストで表
したものです。

日分の食事を、主食、副菜、主
菜などの つのグループに分け、そ
れぞれのグループから料理を適量選
ぶことでバランスの取れた食事とな
るように作られています。
また、欠かすことのできない水・

お茶をコマの軸とし、そこに適度な
運動をすることでコマが回転する様
子を表現しています。
これらのバランスが悪いと倒れて

しまい、うまくコマが回りません。
バランスの取れた食生活を送るた

めにも毎日の献立の参考にしてはい
かがですか。
詳しくは厚生労働省ホームページ

（
）をご

覧ください。

朝朝食食ををききちちんんとと食食べべてていいまますすかか朝食をきちんと食べていますか
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募集 かごしま市民健康 プラン推進検討委員会委員募集

市民の健康づくり計画 かごしま市民健康 プラン を
推進するための意見をお聞きします。
対 象 市内に住む 歳以上の人
人 員 人（超えたら選考） 任 期 年
申し込み 健康福祉総務課、各支所などにある応募申込書と
健康づくりに関する考えや意見（ 字程度）を、郵送か
ファックス、 メールで、 月 日 月 日（消印有効）までに 山下町
健康福祉総務課（ 、 メール ＠ ）へ
応募申込書は市ホームページからもダウンロードできます

生涯にわたる取り組みを

ライフスタイルに応じた食育
生涯にわたる取り組みを

それぞれの年代の生活習慣で取り組む課題に応じて、
市民一人一人が食育推進計画の つの目標に基づく取り
組みを進め、生涯にわたって健全な食生活を実践してい
きましょう。

かごしま市食育推進計画 つの目標

食 について知ろう
食品の安全性に関する知識
や食品の表示について関心を
持ち、知識を身に付け、食へ
の関心の向上と食品の安全性
の確保を目指していきます。

食 を伝えよう
鹿児島の郷土料理を学び、
地域の食文化を次の世代に伝
えていきます。また いただ
きます や ごちそうさま
などあいさつや食事のマ
ナー、自然の恵みや食に感謝
する気持ちなど日本の食文化
を伝えていきます。

食 を体験しよう
自然の恵みの上に食料が生
産され、生産者などの苦労や
努力により食生活が支えられ
ていることを、農業体験を通
して学び、自然や食に感謝す
る気持ちを育んでいきます。

鹿児島の 食 を味わおう
豊かな鹿児島産の食材を生
産体験や生産者との交流を通
じて市民に知ってもらい、そ
して消費してもらう 地産地
消 を進めていきます。

食 の楽しさを身につけよう
家庭や地域、学校などでの
取り組みを通じて、バランス
の取れた食生活や正しい食習
慣を学ぶことで、食の大切さ
を認識し、健康的な食生活を
実践していきます。

郷郷土土料料理理のの調調理理実実習習郷土料理の調理実習

桜桜島島小小みみかかんんのの収収穫穫体体験験桜島小みかんの収穫体験

保保育育所所ででのの楽楽ししいい給給食食保育所での楽しい給食

農農林林水水産産秋秋ままつつりりででのの農農作作物物販販売売農林水産秋まつりでの農作物販売

【講座を通じた食育】
保健所では育児教室やメタボリック予防教室、
お達者クラブなどでの食に関する講座を通じて、
ライフステージに応じた食生活への取り組みを進
めてきました。
今年度は、食育の家庭や地域での取り組みの一
環として、受験生や新 年生などの親を対象とし
た プラス 料理教室 を行います。

【学校給食を通じた食育】
市内の小・中学校で行われている給食は、マ
ナーの向上や食への興味を高め、食に対する理解
を深めることにつながります。
学校では給食を通じた食育を行うとともに、保
護者には食の大切さや学校給食について理解して
もらうため、給食試食会などの取り組みを行って
います。

【農業体験を通じた食育】
本市では 食の産地交流会 や 農業体験イン

八重の棚田 など生産者との交流を行い、農業へ
の理解を深めてもらう取り組みを行っています。
日常ではできない貴重な体験を通じて子どもだ
けでなく、大人も 自然の恵みや食への感謝 の
思いを持ち、食育につながっていきます。

進めています 食育の取り組み進めています

いいたただだききまますす はは、、食食をを楽楽ししむむ合合言言葉葉（（田田上上小小））いただきます は、食を楽しむ合言葉（田上小）

正正ししいい食食習習慣慣をを学学ぶぶヤヤンンググキキッッチチンン正しい食習慣を学ぶヤングキッチン

社社交交性性ややママナナーーをを身身にに付付けけまますす社交性やマナーを身に付けます

収収穫穫体体験験をを通通じじてて食食のの大大切切ささをを学学びびまますす収穫体験を通じて食の大切さを学びます


